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	〜西伊豆の“あったかいつながり”応援団〜

	地域ささえ愛通信
	令和8年6月1日発行
	生活支援体制整備事業・協議体「ささえ愛にしいず」と生活支援コーディネーター（SC）
	●みんなでつくる「支え合いのしくみ」  西伊豆町では、高齢になっても安心して暮らせるよう、住民の皆さんと一緒に「助け合い・支え合い」の地域づくりを進めています。この取り組みの推進役が「協議体」と「生活支援コーディネーター（SC）」です。  ●SC（生活支援コーディネーター）の役割  SCは地域の“結び役”です。皆さんの「困りごと」を伺い、地域にある「お宝（特技や場所）」や「支え手の皆さんの力」を繋いで、新しい活動やサービスを創るお手伝いをしています。

	情報
	支援
	●活動を支える話し合いの場「協議体」  SCの活動を支えているのが、地域の多様なメンバーが集まる「生活支援体制整備事業・協議体（愛称：ささえ愛にしいず）」です。 自治会、民生委員、ボランティア、NPO、企業など、立場の垣根を越えて「5年後、10年後も住みよい西伊豆町」にするための知恵を出し合っています。 皆さんの声が、ここから新しい形になって動き出しています！
	発行・お問い合わせ先



